
年齢階級別自殺者数の年次推移

資料：警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成

○令和３年は令和２年と比較して、20歳代、40歳代及び50歳代の各年齢階級で増加した。

○増加した年齢階級の中では、50歳代が最も大きく増加し、193人の増加となった。一方、減少した年齢階級の中では、60歳代が最
も大きく減少し、158人の減少となった。
（単位：人）
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